
聖

、

藩
の
政
策
こ
し
て
殊
に
農
民
の
土
着
を
定
命
し
、
都
舞
集

中
を
阻
止
す
る
ビ
共
に
、
　
撃
方
五
堆
紅
の
組
織
を
重
重
に

し
、
そ
の
合
土
微
細
に
入
り
、
領
民
の
出
入
を
制
す
る
こ

ご
が
殆
ざ
間
然
す
る
ご
こ
ろ
な
き
が
如
し
で
あ
っ
た
。
而

も
そ
の
奏
数
は
或
る
程
度
に
止
り
、
大
勢
の
趨
く
ご
こ
ろ

形
勢
頗
る
悪
化
重
聴
し
て
、
領
民
の
一
揆
時
代
と
も
興
す

べ
き
時
期
を
現
出
し
元
こ
ご
で
あ
る
。
我
等
は
こ
の
惨
ら

し
い
孚
面
そ
れ
は
、
近
世
初
期
の
爲
政
者
が
、
そ
の
當
時

逞
羅
の
日

本
町
　
倒

過
渡
時
代
ε
し
て
は
前
代
の
混
鍮
を
統
成
せ
ん
臨
め
の
、

鳳
の
手
段
・
で
あ
っ
た
方
法
を
更
へ
る
こ
ご
な
し
に
、
極
力

潅
奉
途
行
せ
ん
と
し
た
、
後
の
爲
政
者
の
不
明
に
蹄
せ
な

け
れ
ば
な
る
ま
い
ご
臓
ふ
。
而
し
て
亦
當
初
の
爲
政
者
に

も
、
応
護
の
功
を
期
せ
ん
が
爲
め
に
、
度
を
越
え
て
そ
の

富
張
策
を
途
観
し
た
憾
が
少
か
ら
ず
存
す
る
こ
と
、
考
へ

る
。文

學
博
士
　
新

村

出

糊

　
徳
川
時
代
初
期
に
於
て
日
本
人
が
印
度
支
那
や
比
律
賓

ハ
呂
宋
）
に
居
留
し
て
作
っ
た
地
域
な
り
部
落
な
り
を
、
諦

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

書
に
日
本
町
ご
名
づ
け
て
み
る
。
西
洋
の
書
物
に
は
こ
の

　
　
　
第
入
巷
　
研
究
　
逞
羅
の
H
本
町
（
上
）

種
の
部
落
を
カ
ン
プ
、
カ
ぞ
7
イ
エ
ー
、
ロ
ロ
ニ
ー
な
ご

ご
書
い
て
あ
る
。
今
こ
、
に
述
べ
ん
ご
す
る
邊
羅
の
円
本

町
、
或
は
寧
ろ
逞
都
ア
ユ
ー
チ
ヤ
の
日
本
町
ご
云
ふ
方
が

適
當
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
日
本
町
を
ケ
ン
ペ
ル
の
9
本
志

の
英
吉
利
版
に
は
冒
饗
器
ω
¢
9
ヨ
℃
ご
し
濁
逸
版
に
は

　
　
　
　
　
　
　
策
三
號
　
　
四
九
（
四
一
一
）



　
　
　
第
八
巷
　
　
研
　
究
　
　
逞
羅
の
紐
本
鰐
（
上
）

O
o
δ
三
〇
芦
。
〔
げ
鴨
じ
O
o
戦
⇒
弓
急
○
厭
智
℃
葺
窪
ご
見
え
て
み
る
○

燕
央
本
に
は
　
久
O
o
δ
三
〇
ω
O
h
甘
℃
p
9
戦
ε
も
出
て
み
る
Q
フ

レ
ン
タ
ィ
ン
の
東
方
諸
國
志
に
は
、
山
。
甘
℃
ρ
霧
O
O
§
も
。

こ
も
旨
9
や
9
⇒
ω
識
離
鍵
瓜
理
ビ
も
あ
る
。
タ
シ
ヤ
ー
ル
の
渡
賂
逢

志
に
も
や
は
り
O
ρ
白
℃
ご
出
て
み
る
。
佛
國
警
士
題
言
】

覧
巷
こ
六
九
吉
野
の
葉
影
交
書
に
は
そ
の
種
の
居
留
地
ご

ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

往
班
ビ
記
し
、
長
碕
の
課
官
は
そ
れ
を
宿
所
ε
和
註
し
た
○

註
し
て
鐵
本
町
に
盛
る
ビ
編
者
は
云
う
て
居
る
Q

　
予
は
今
こ
の
い
は
汽
ゆ
る
ほ
本
町
の
情
況
を
探
求
、
そ
の

興
亡
を
回
顧
し
よ
う
ご
す
る
の
で
あ
る
が
、
勢
山
田
長
政

時
代
が
論
述
の
中
心
と
な
る
の
で
あ
る
。
臼
本
町
の
盛
衰

と
い
へ
ば
、
一
長
政
時
代
、
師
ち
一
兀
和
寛
・
永
よ
り
…
以
後
の
事

に
嫁
す
る
の
で
あ
る
が
、
予
は
富
め
慶
長
時
代
も
し
く
は

慶
長
以
前
の
在
世
臼
本
人
の
こ
ご
を
一
顧
し
．
叉
遡
っ
て

中
世
期
の
疑
逞
豊
麗
を
一
瞥
し
て
お
き
た
い
の
で
あ
る
。

　
臼
摩
の
閣
係
は
、
ほ
本
の
南
北
朝
の
垣
越
か
ら
始
ま
る

帥
ち
西
暦
第
十
四
世
紀
の
末
期
、
明
の
洪
武
年
聞
か
ら
で’

　
　
　
　
　
　
　
僧
籍
號
　
　
　
託
○
　
（
闘
｝
二
）

あ
る
。
丁
度
十
四
世
紀
の
中
程
、
元
の
至
正
年
間
に
邊
ご

羅
翻
ご
が
倉
一
し
、
首
府
ア
ユ
ー
チ
ヤ
が
興
っ
て
後
、
邊

羅
が
明
の
洪
武
帝
か
ら
入
貢
を
命
せ
ら
れ
て
以
來
、
年
々

一
こ
回
朝
貢
を
す
る
こ
ご
に
な
っ
て
か
ら
の
事
で
あ
る
。

さ
て
明
に
來
貢
し
た
の
は
、
洪
武
三
年
（
こ
こ
七
〇
）
を
最

初
ご
す
る
が
、
そ
れ
か
ら
艶
羨
年
後
．
日
本
の
嘉
慶
二
年

（
元
中
五
年
戊
辰
〉
段
ち
洪
武
こ
十
…
年
（
…
三
八
八
）
に

、
遅
羅
國
使
は
命
を
受
け
て
船
を
毒
し
て
日
本
に
至
り
留

る
こ
曾
こ
年
間
に
し
て
、
去
つ
で
高
麗
に
入
貢
し
た
Q
臼

本
に
來
た
こ
ご
は
國
史
に
は
見
え
漁
が
悔
高
麗
史
恭
譲
　
土

器
未
三
店
年
齢
♪
緯
月
の
〃
條
に
左
の
如
く
出
　
て
を
る
Q

　
戊
子
、
逡
羅
鮒
鮨
、
邊
奈
工
等
八
入
來
、
献
土
物
、
致

　
書
日
、
「
逞
羅
飼
國
王
、
今
差
奈
工
黒
髪
使
、
管
肛
隻
、

　
装
載
出
産
土
物
、
蓬
奉
高
麗
圃
王
」
、
無
名
認
識
、
但
有

　
小
里
印
、
亦
不
可
考
験
、
郷
家
疑
擁
壁
、
議
臼
、
「
不
可

信
、
亦
、
不
可
以
不
信
、
且
來
者
不
拒
、
待
之
以
厚
禮
遠

人
、
不
受
難
書
以
示
不
惑
可
也
、
」
王
引
見
勢
之
．
寄
口



も

　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
「
戊
辰
年
受
命
廻
船
至
昌
本
、
留
一
年
、
今
日
至
貴
國
、

　
得
見
殿
下
、
欝
欝
行
役
牛
螢
、
」
王
欝
欝
程
遽
近
、
樹
日

　
「
北
風
四
十
日
可
早
し
、
其
人
或
祖
或
跣
、
奪
者
用
白
布

　
里
塚
、
其
僕
從
見
難
長
螺
衣
影
身
、
艶
話
而
達
其
意
，

本
來
の
醤
醜
は
樋
本
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
十
分
目
的

を
甚
し
な
か
っ
た
鴬
に
朝
鮮
に
出
か
け
た
か
、
そ
れ
こ
も

一
年
間
滞
船
中
疑
本
で
何
等
か
の
結
果
を
警
め
て
そ
の
露

場
朝
鮮
に
立
寄
っ
た
の
で
あ
る
か
、
ご
に
か
く
朝
鮮
入
賞

は
製
本
に
來
た
序
”
で
あ
っ
元
に
出
撃
な
い
。
記
纂
中
、
戊
辰
年

ご
あ
る
の
は
上
記
の
如
く
我
が
嘉
慶
二
年
で
あ
っ
た
。
南

北
朝
又
は
癒
永
の
頃
．
南
璽
人
ご
卒
す
る
野
芝
は
南
洋
系

統
の
者
が
風
賑
し
叉
來
航
し
だ
こ
ご
が
日
本
の
記
鎌
に
見

え
る
が
、
そ
れ
ら
の
南
入
が
何
庭
か
ら
家
だ
か
鋼
明
せ
ぬ

場
合
ビ
見
當
の
つ
く
場
舎
ご
が
あ
る
。
何
臓
の
南
國
人
か

わ
か
ら
ぬ
場
合
に
は
、
或
は
そ
れ
が
退
勢
人
が
あ
っ
た
の

か
も
知
れ
響
け
れ
ご
、
そ
れ
は
今
更
定
め
難
い
。
唯
さ
う

か
も
知
れ
ぬ
ご
推
測
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
又
嘉
慶
の
來
・

　
　
　
第
入
門
　
　
研
　
究
　
　
逞
羅
の
口
本
町
（
上
）

航
ε
い
ふ
の
は
、
近
畿
の
港
灘
に
旋
聾
し
た
の
で
な
く
し

て
、
少
く
こ
も
西
翠
の
邊
土
か
或
は
後
世
の
場
合
か
ら
類

推
す
る
ご
、
琉
球
に
來
た
も
の
ご
も
考
へ
ら
れ
る
。
兵
庫

ご
か
堺
こ
か
小
濱
ピ
か
い
ふ
地
方
で
は
な
い
ら
し
い
の
で

あ
る
。

　
や
が
て
日
本
で
は
南
北
A
二
こ
な
b
’
、
朝
鮮
で
は
高
麗

朝
が
山
］
び
て
李
朝
が
興
つ
た
Q
高
麗
末
期
に
は
、
前
記
の

如
く
逞
使
を
勢
ら
つ
た
い
け
で
、
翠
黛
ご
い
ふ
も
の
を
斥

け
た
が
、
其
後
六
年
を
経
て
李
朝
に
な
っ
て
か
ら
太
雁
の

六
年
に
逞
羅
の
便
者
が
入
駕
し
よ
う
ビ
す
る
途
中
を
、
倭

冠
に
妨
げ
ら
れ
て
、
辛
う
じ
て
國
都
ま
で
達
す
る
こ
ご
が

出
煮
た
。
こ
れ
は
我
が
慮
永
四
年
忌
部
ち
洪
武
三
十
年
（
西

紀
二
ご
九
七
）
の
こ
ご
で
あ
っ
て
、
太
租
型
録
の
丁
丑
六

年
の
條
に
、

　
四
月
置
已
、
邊
羅
矧
國
使
者
林
得
章
等
六
人
爲
営
所
虜

　
逃
來
、
購
得
章
等
四
入
各
号
一
襲
及
賢
人
働
戊
申
、
上

　
坐
勤
政
殿
受
業
、
以
降
倭
羅
可
温
、
序
於
朝
緊
束
八
品

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
五
一
（
四
一
三
）



　
　
　
隼
八
巷
　
　
研
　
究
　
　
蓬
羅
の
H
本
町
ハ
上
）

　
班
頭
、
鞘
後
期
羅
画
人
、
序
於
西
入
晶
跡
頭
、

ビ
見
え
て
み
る
、
こ
㌧
に
降
倭
羅
可
濫
ε
あ
る
の
は
辱
慶

爾
溢
の
篇
州
浦
の
邊
で
太
租
李
成
桂
に
降
亡
し
た
倭
冠
の

細
鱗
で
あ
る
が
、
そ
れ
ご
虐
使
ご
が
同
時
に
朝
見
し
た
こ

い
ふ
の
も
奇
遇
で
あ
る
。

　
邊
羅
ご
H
鮮
ご
の
交
易
關
係
は
、
こ
れ
以
外
予
は
未
だ

見
か
け
な
い
が
、
李
朝
の
實
録
を
通
圏
し
た
な
ら
ば
、
爾

ほ
登
熱
す
る
所
が
あ
ら
う
か
ε
患
ふ
O
但
し
、
こ
の
以
前

太
祀
徴
ご
年
甲
戌
（
鷹
…
永
一
兀
年
、
洪
武
二
十
七
年
、
西
紀
一

三
九
四
）
ご
太
宗
山
ハ
年
丙
戌
（
雁
偲
永
十
一
二
年
、
永
樂
四
年

西
紀
「
四
〇
六
）
ご
に
は
、
瓜
畦
國
使
が
前
腎
の
こ
ご
は

實
録
に
出
て
み
る
Q
而
も
丙
戌
の
こ
き
に
は
、
乱
言
の
使

者
も
叉
も
や
倭
竃
に
逢
っ
た
さ
う
で
あ
る
。
．

　
癒
永
年
間
に
若
州
に
來
た
南
蕃
船
は
、
予
の
考
熟
し
た

如
く
、
溝
隠
答
門
島
の
東
南
部
な
る
三
島
齊
師
ち
其
頃
奮

港
ε
呼
ん
で
み
た
國
か
ら
來
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
宇

世
紀
、
享
徳
二
年
（
明
代
里
並
泰
四
年
、
西
紀
一
四
五
三
）

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
五
二
　
（
四
一
四
）

H
本
の
入
賜
使
が
北
京
で
瓜
陛
癩
人
か
ら
我
國
へ
蓮
信
を

求
め
ら
れ
た
提
な
こ
ご
も
あ
り
、
更
に
二
十
年
冬
経
て
、

文
朋
年
間
に
は
博
多
に
琉
球
南
轡
商
舶
が
集
っ
た
こ
あ
る

が
如
く
、
蘇
門
答
刺
、
瓜
畦
そ
の
他
の
南
螢
人
が
足
利
時

代
H
本
に
來
航
し
た
こ
ご
は
認
め
ら
れ
る
け
れ
こ
も
、
三

葉
船
の
穂
薄
は
、
史
に
明
記
さ
れ
て
み
な
い
。

　
疏
球
ご
提
羅
ε
の
交
通
は
、
史
に
明
記
さ
れ
て
あ
る
所

に
よ
れ
ば
、
西
暦
十
五
世
紀
の
初
か
ら
起
る
Q
郎
ち
西
暦

一
四
〇
四
年
、
我
が
慮
永
十
一
年
（
永
樂
二
年
）
九
月
逞
羅

船
が
琉
球
に
航
海
史
麗
建
に
漂
着
し
た
事
が
明
實
録
に
見

え
て
み
る
所
か
ら
察
す
る
ご
、
逞
下
交
瓢
は
な
ほ
以
前
に

遡
る
か
も
知
れ
す
、
そ
れ
よ
り
僅
に
十
数
年
以
前
な
る
嘉

慶
二
年
（
＝
ご
導
入
）
に
彼
地
よ
h
・
日
本
へ
來
航
し
た
ε
い

ふ
の
も
、
實
は
琉
球
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
日
琉
の
混

同
日
増
の
混
同
は
、
こ
れ
以
前
に
も
、
こ
れ
以
後
に
も
多

く
例
の
あ
る
こ
ご
、
ソ
ケ
ァ
ご
シ
う
ご
ゴ
ー
レ
ス
こ
の
珊

呼
に
よ
っ
て
人
の
知
る
所
で
あ
る
。



　
そ
れ
か
ら
孚
世
紀
を
維
て
琉
球
ビ
認
諾
や
浦
刺
沸
ビ
の

蓮
交
は
、
十
五
世
紀
の
中
程
乃
至
十
六
世
紀
の
初
に
、
史

の
記
載
が
あ
る
。
頭
七
姫
兀
年
（
明
正
統
六
年
、
西
紀
一
四

四
一
）
　
に
琉
球
よ
り
昏
睡
に
使
を
廿
遺
じ
た
こ
ご
軸
寛
正
山
ハ

年
（
明
成
化
元
年
西
紀
　
四
六
五
）
及
び
更
に
雫
世
話
の

後
、
文
魑
三
年
（
明
弘
治
十
六
年
、
西
紀
一
五
〇
三
）
の
二

回
に
、
琉
球
か
ら
満
刺
加
に
通
商
し
た
こ
ご
は
、
周
蟷
の

疏
球
國
志
賂
に
出
て
み
る
が
、
十
五
世
紀
を
中
高
に
し
て

前
後
三
百
年
に
わ
た
っ
て
琉
入
が
南
進
し
て
活
躍
し
た
時

代
に
は
、
日
本
人
に
諒
し
て
寧
ろ
先
鞭
を
着
け
て
ゐ
π
の

で
あ
る
。
文
明
三
年
（
明
成
化
七
年
、
西
紀
一
四
七
一
）
に

鶉
來
た
鮮
人
申
叔
舟
の
海
東
諸
國
記
に
は
、
前
に
も
一
言

し
た
如
く
、
博
多
の
繁
盛
を
叙
し
て
、
言
入
業
行
商
、
琉

球
南
砂
下
下
所
集
添
地
ご
記
る
し
て
あ
る
ε
同
時
に
、
琉

球
國
俗
の
條
に
は
、
西
通
南
蟹
申
國
、
東
通
日
本
我
國
、

日
本
南
璽
商
舶
亦
集
其
國
都
海
浦
ご
見
え
、
地
窄
人
多
、

以
上
舶
行
商
質
業
ざ
書
い
て
を
る
。
こ
れ
ら
か
ら
察
す
る

　
　
　
第
入
巷
　
　
研
　
究
　
　
退
羅
の
日
本
町
（
上
）

ご
、
琉
球
ご
南
攣
ビ
の
關
係
は
、
十
五
世
紀
に
於
て
は
、

．
相
當
に
盛
況
で
あ
っ
た
こ
ご
、
思
は
れ
る
。
西
霞
に
所
謂

ソ
ケ
ア
國
を
薩
に
日
本
だ
こ
定
め
て
し
ま
ふ
の
は
、
如
上

の
事
實
を
無
点
し
て
み
る
の
で
、
予
輩
は
從
ふ
こ
ご
は
出
　

來
な
い
。

　
十
六
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
、
大
永
三
年
（
開
門
靖
二

年
、
西
紀
一
五
二
三
）
疏
球
船
が
遅
羅
に
渡
航
の
途
潭
洲

に
漂
着
し
た
記
事
が
、
明
更
に
見
え
て
み
る
。
こ
れ
か
ら

察
す
る
ビ
、
琉
邊
交
蓮
は
前
世
紀
來
絶
え
す
織
遷
し
て
ゐ

π
こ
ε
ご
思
は
れ
る
Q
現
に
嘉
靖
二
十
年
八
月
十
日
（
我

が
天
文
十
年
、
西
紀
一
五
四
一
）
に
琉
球
首
里
の
王
室
か

ら
、
西
湘
へ
渡
航
す
る
使
者
に
下
番
し
た
僻
倉
書
の
如
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む

も
の
が
存
す
る
が
、
そ
れ
に
は
不
署
名
で
、
ま
な
ば
ん
ご

あ
る
だ
け
で
、
遍
羅
ご
は
な
い
け
れ
ご
も
、
十
山
ハ
世
紀
に

於
け
る
琉
球
が
骨
癌
こ
の
交
瓶
閣
係
の
一
斑
を
察
す
る
こ

ご
が
濃
縮
る
の
で
あ
る
。
百
年
罪
悪
の
著
述
で
は
あ
る
が

邊
國
在
留
の
和
蘭
束
印
度
下
流
の
商
館
長
ヨ
ー
ス
ト
・
ス

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
五
三
（
四
一
王
）



　
　
　
蕗
入
谷
　
　
研
　
究
　
　
邊
羅
の
厩
本
町
ハ
上
）

ホ
ウ
，
グ
ン
］
．
o
o
ω
け
ω
o
ザ
Q
置
け
。
⇔
の
潔
鵡
羅
國
士
心
中
に
、
　
マ
ニ
ラ

　
　
　
　
　
む
　
む
　
リ

ボ
ぞ
矛
オ
、
レ
ケ
オ
（
い
。
心
葉
。
）
よ
b
來
る
員
銭
の
こ
ご

が
毘
て
る
る
。
こ
の
レ
ヶ
オ
ビ
は
、
西
書
の
い
は
ゆ
る
レ

ケ
ア
ご
同
一
で
あ
る
か
な
い
か
判
然
せ
ぬ
け
れ
ざ
、
或
は

琉
球
の
名
産
夜
魚
貝
を
さ
す
の
で
は
な
か
ら
う
か
ご
も
思

は
れ
る
。
但
し
こ
れ
に
は
實
物
上
の
考
究
が
必
要
で
あ
る

こ
ご
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　

　
琉
球
の
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
中
に
も
、
な
ば
ん
、
叉
ま

　
　
　
　
　

な
ば
ん
ご
い
ふ
名
が
見
え
都
。
「
京
鎌
倉
瓜
畦
（
？
）
南
璽
ま

　
カ
う

で
唐
宮
古
そ
ろ
へ
て
」
こ
い
ふ
文
句
の
ε
こ
ろ
に
、
「
き
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

か
ま
く
ら
．
か
わ
ら
、
な
ば
ん
、
云
々
」
ざ
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、
オ
モ
質
の
序
詞
で
、
正
徳
十
二
年
ナ
一
月
二
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

磨
臼
（
我
が
永
正
十
四
年
、
西
紀
」
五
｝
四
）
に
、
ま
な
ば

　

ん
に
御
つ
か
ひ
の
使
者
の
こ
ご
が
記
る
し
て
あ
る
Q
こ
れ

ら
の
事
は
伊
波
普
猷
氏
の
『
琉
球
の
五
偉
入
』
や
『
古
琉
球
』

に
見
え
て
み
る
が
、
後
者
の
附
鋒
こ
し
て
刊
行
せ
る
元
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
康
熈
）
時
代
の
琉
語
小
跡
書
た
る
『
混
壁
皿
書
』
に
も
、
な

6

　
　
　
　
　
　
　
第
一
二
號
　
　
　
　
訂
…
四
　
　
（
四
「
山
州
）

　
　
　

ほ
ん
ご
い
ふ
名
が
載
っ
て
み
る
位
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
畢

琵
十
王
世
紀
前
後
の
疏
南
開
係
の
反
映
に
止
ま
る
が
、
正

徳
こ
い
へ
ば
、
葡
萄
牙
入
が
マ
ラ
ッ
カ
邊
へ
來
た
時
分
、

嘉
靖
ご
い
へ
ば
、
彼
等
が
更
に
支
那
か
ら
日
本
へ
家
た
年

代
で
あ
る
か
ら
、
葡
人
の
書
に
見
ゆ
る
ソ
ケ
ァ
國
の
こ
ご

は
、
愈
以
て
琉
球
人
を
根
抵
に
し
て
み
る
の
だ
こ
考
へ
ら

れ
る
。
但
し
婁
ソ
ケ
ア
國
か
ら
摩
た
ゴ
ー
レ
ス
人
の
全
部

を
琉
球
入
だ
ざ
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
。

　
さ
て
そ
の
嘉
靖
も
末
に
な
っ
て
其
三
十
二
三
年
（
天
文

二
十
二
三
年
、
西
紀
一
五
五
三
年
五
四
年
）
に
は
、
幽
幽
が

江
漸
を
荒
ら
し
、
更
に
十
年
後
の
嘉
靖
四
十
三
年
（
永
隷

七
年
、
一
五
六
四
）
に
は
戚
幽
光
に
破
ら
れ
た
残
心
が
脆

し
て
贋
東
に
入
っ
た
。
爾
後
段
々
贋
束
’
、
侵
入
す
る
こ
ご

が
盛
に
な
っ
た
襟
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
倭
が
全
部
獄
本
人

だ
こ
は
云
へ
漁
に
し
て
も
、
日
本
人
が
大
部
交
っ
て
み
た

．
こ
ご
は
孚
へ
な
い
Q
こ
れ
ら
の
倭
冠
が
更
に
南
寒
し
だ
経

路
は
、
支
那
の
経
籍
に
明
記
せ
ら
れ
ぬ
か
ら
不
分
明
で
あ



る
が
、
予
輩
は
嘉
靖
末
年
よ
り
隆
慶
を
経
て
萬
暦
初
年
代

に
渉
る
永
蔽
元
轟
天
正
時
代
に
、
日
本
人
が
安
南
東
浦
町

邊
急
な
ざ
へ
遠
征
し
或
は
幾
分
定
住
す
る
に
至
っ
た
の
で

は
な
か
ら
う
か
ご
推
察
す
る
。

　
サ
ト
ー
氏
が
引
用
し
た
逞
羅
の
國
史
に
擦
る
ビ
、
一
五

七
九
年
（
天
正
七
年
、
萬
暦
七
年
）
西
面
が
響
応
老
樋
爾
國

よ
り
攻
撃
さ
れ
た
際
に
五
百
入
の
日
本
人
の
傭
兵
が
之
を

撃
退
し
た
こ
ご
が
あ
っ
授
こ
い
ふ
。
予
輩
の
推
定
で
は
、

こ
れ
ら
は
上
記
の
残
倭
が
主
な
部
分
で
、
或
は
そ
の
他
、

リ
ケ
ア
國
の
琉
球
人
も
交
っ
て
み
た
か
も
知
れ
澱
ご
患
ふ

の
で
あ
る
。
我
國
の
野
乗
に
よ
れ
ば
こ
れ
か
ら
十
有
恩
国

後
な
る
天
正
十
九
年
か
翌
年
の
文
職
元
年
（
」
五
九
】
年

乃
至
一
五
九
二
年
）
に
山
田
長
政
は
生
れ
元
の
で
あ
る
こ

い
ふ
。
又
そ
の
丈
隷
の
頃
よ
り
秀
吉
は
日
本
人
が
唐
船
造

う
の
朱
印
船
に
乗
じ
て
長
崎
か
ら
邉
羅
六
昆
太
二
等
に
渡

航
す
る
の
を
許
し
淀
ざ
い
ふ
。
而
し
て
恰
も
こ
の
文
藤
元

r
年
三
辰
（
仁
恵
二
十
年
）
九
月
逞
羅
の
使
箇
が
北
京
に
居
た

　
　
　
第
入
巻
　
研
究
　
逞
羅
の
目
本
町
（
上
）

e

時
、
明
の
爲
に
邊
羅
兵
を
出
し
て
日
本
軍
に
鴬
ら
う
ご
串

瀕
し
た
こ
ε
が
あ
る
。
明
で
は
之
を
拒
絶
し
た
の
で
あ
る

が
、
も
こ
か
ら
遅
滞
が
一
の
律
令
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ

た
ら
う
が
、
自
國
が
隣
國
か
ら
攻
め
ら
れ
た
時
に
は
、
日

本
兵
の
援
助
で
救
は
れ
て
お
き
な
が
ら
、
實
力
の
如
何
を

も
計
ら
ず
、
無
謀
に
も
不
義
理
に
も
、
か
＼
る
僻
論
を
弄

し
た
の
は
笑
ふ
べ
き
で
あ
る
。
或
は
勇
桿
な
る
日
本
人
の

爲
に
李
時
懸
ま
さ
れ
て
る
る
の
に
困
却
し
て
、
そ
ん
な
こ

ε
を
思
付
い
た
も
の
か
。
ま
さ
か
こ
百
年
前
高
麗
に
於
て

受
け
た
被
害
を
記
憶
し
て
み
た
爲
で
も
な
か
ら
う
に
、
さ

り
ご
は
無
謀
な
思
付
き
ご
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
（
註
）
　
日
本
¶
こ
南
方
諸
國
ミ
の
交
渉
に
つ
き
て
は
、
大
正
四
年

　
　
の
藝
平
飼
六
年
に
拙
稿
「
尾
利
時
代
に
於
け
る
日
本
ε
南
國

　
　
ミ
の
關
係
」
あ
り
。
本
篇
ε
關
蓮
せ
る
鮎
多
し
。
同
誌
上
亦

　
　
補
遣
一
篇
を
載
せ
た
り
。

　
　
ク
ン
ペ
ル
の
渡
逞
ば
一
六
九
〇
年
郎
ち
元
三
三
年
に
あ
り
。

　
　
バ
タ
ビ
ヤ
を
饗
し
逞
國
を
経
て
日
本
に
渡
曝
せ
る
な
り
。
そ

　
　
の
口
本
誌
の
莫
課
刊
行
せ
ら
れ
し
は
、
爾
後
三
十
七
年
（
著
、

　
　
　
　
　
　
　
飾
釦
號
　
　
　
五
五
　
（
四
「
七
）



　
策
入
巻
　
　
研
　
究
　
　
維
薪
前
後
に
於
け
る
外
國
貿
易
に
就
い
て
（
下
）

者
残
後
）
…
七
二
七
年
に
あ
り
。
一
3
ー
ム
【
ζ
爵
が
そ
の
猫

文
原
本
を
本
國
に
て
出
版
せ
し
は
、
更
に
牟
世
紀
を
経
た
る

一
七
七
七
年
頃
り
。

ワ
レ
ン
タ
イ
ン
ノ
．
p
歪
＆
；
の
編
纂
せ
る
東
方
諸
費
志
の
刊
行

は
、
嚇
七
こ
六
に
し
て
ケ
ン
ペ
ル
の
口
繕
志
学
澤
本
刊
行
の

前
年
な
う
が
、
書
中
の
資
料
は
自
家
の
纏
歴
せ
る
所
に
あ
ら

す
し
て
、
主
に
百
年
繭
よ
り
こ
の
か
た
和
蘭
商
館
員
等
の
報

告
に
基
く
。

タ
シ
ヤ
ー
ル
弓
包
尉
即
．
畠
の
渡
邊
は
前
後
二
國
あ
り
。
初
渡
は

　
　
　
　
　
炉
即
一
二
雛
酬
　
　
　
王
難
　
（
四
一
八
）

　
「
六
八
五
年
（
貞
享
二
年
）
に
し
て
、
刃
渡
は
翌
々
年
に
あ
り
「

共
に
電
影
紀
行
あ
り
。
ク
ン
ペ
ル
以
前
の
記
ざ
す
。

サ
ト
ー
氏
が
一
八
八
四
年
及
八
五
年
に
亙
れ
る
在
蓬
時
代
に

目
邊
關
係
の
史
料
史
籍
を
集
め
で
孜
了
し
た
る
成
果
は
、
載

せ
て
日
本
漿
細
亜
協
會
報
告
第
十
三
巻
（
唱
八
八
七
、
明
治

十
七
年
）
に
あ
り
。
参
考
す
べ
き
所
最
も
多
し
。
又
澤
出
し

．
て
『
山
田
長
政
事
蹟
合
考
』
ミ
題
す
る
明
治
二
十
九
年
の
厨
刊

本
あ
り
。

維
新
前
後
に
於
け
る
外
國
貿
易
に
就
い
て
㈲

文
學
博
士

石

橋

五

郎

三

　
幕
末
に
於
て
計
器
の
執
り
た
る
誤
れ
る
経
濟
政
策
に
よ

り
て
、
我
國
の
輸
出
は
束
縛
せ
ら
れ
、
輸
入
は
促
進
せ
ら

れ
し
か
ば
、
其
結
果
は
勿
論
、
貿
易
額
の
上
に
も
現
は
れ

て
居
る
。

　
我
國
の
貿
易
額
が
幕
末
の
頃
幾
何
な
り
し
か
、
我
國
の

資
料
に
て
は
殆
ん
ご
信
…
序
す
べ
き
統
計
を
得
難
き
を
以
て

試
み
に
外
國
側
の
資
料
に
糠
り
之
を
暴
ぐ
れ
ば
、
左
の
通

り
で
あ
る
。


